












































































































緑区地域活性化事業交付金　事業評価一覧表

【評価方法】
 ○評価者1名につき24点満点とし、評価者3名の場合72点満点とする
 ○評価者のうち1人1項目でも0点がある場合はＣ評価とする
 ○得点による3段階評価

NO 地区 事業名 団体名
継続
年数

評価者 公共性 妥当性
継続性
・自立性

波及性
・発展性

目標
設定

地域性
・独自性

合計点 評価 総括コメント

1 橋本
コミュニティカフェ（地域
食堂）

かまどカフェ 2 3人 12 11 11 9 10 9 62 B
地域の集いの場としてコミュニティカフェを運営して２年目となり、
参加者も増えており、安定的な運営もできていることから、地域の
活性化に寄与している。

2 橋本
おもちゃの広場による
多世代交流

おもちゃの広場
はしもと

2 3人 11 11 7 7 8 8 52 B
活性化交付金を利用して多世代交流を目的に活動を続けており、
地道な活動を通じて少しずつでも参加者が増えてきていることは、
地域の活性化に寄与している。

3 橋本 福祉カーニバルin橋本
福祉カーニバル
in橋本実行委員
会

1 3人 9 9 7 9 9 9 52 B
初めてのイベントにも関わらず多くの人に協力、参加してもらい、
開催できたことは大いに評価できる。今後も定期的な開催に向け
課題の解決に取り組み、次に繋げてほしい。

4 橋本

「相原地区の文化財め
ぐりマップ」及び「相原
の歴史」の復刻版（一
部加筆）事業

相原の歴史をさ
ぐる会

2 3人 9 11 7 7 9 10 53 B
本事業による歴史資料の作成は、将来への文化、伝統を残すも
のであり、地域の文化振興に寄与している。

5 橋本
健康づくり普及活動運
動

健康づくり普及
活動同好会

1 3人 11 10 7 7 9 9 53 B
認知症予防、介護予防を目的に活動を始め、自治会の協力も得
ながら、１年目から多くの参加者で活動できていることは、地域の
活性化に寄与している。

6 大沢
「大島水場のヤツボ」
バリアフリー化事業

水場ヤツボを守
る会

1 3人 8 8 6 6 7 8 43 B
水場ヤツボを守る会の清掃活動をはじめ、見学者の安全性が高
まったことは大いに評価できる。

7 城山
しろやま土曜寺子屋活
動

しろやま土曜寺
子屋実行委員
会

1 3人 8 7 6 7 7 7 42 B

「地区内の子どもたちへの学習支援を行う」という目的について
は、一定の成果があったものと思われるが、「地域の絆づくり」「大
人同士のコミュニケーションづくり」という目的については今後の拡
充の余地があると考える。次年度は、事業目標の達成に向け、さ
らに検討、工夫を重ねた上での取組に期待したい。

B評価 29点～64点 39点～86点 49点～107点
C評価（交付終了）  0点～28点 0点～38点 0点～48点

評価者数 3名 4名 5名
A評価 65点～72点 87点～96点 108点～120点
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8 城山
若葉台を含む城山地
域の防災・減災プロ
ジェクト①

若葉台住宅を
考える会

1 3人 9 9 6 9 8 9 50 B

さまざまな体験を通じ、地域の住民の防災意識を高める事業とし
て一定の成果が得られたと思われるが、開催場所が若葉台で
あったこともあり、活動内容が城山地区全域に知れ渡っていると
は言い難い。今後は、周知や開催方法等、検討を重ねていただ
き、城山地区全域に活動の輪が広がっていくことを期待する。

9 城山
みんなの津久井湖夏
祭り

みんなの津久
井湖夏祭り実
行委員会

2 3人 11 10 11 12 10 10 64 B

祭り自体が3回目ということもあり、実行委員が増え、また、ボラン
ティアも増やすことができており、着実に事業運営ができているも
のと考える。自己資金についても協賛者を増やすなど、自走する
ための足がかりもできてきており、「城山地区の祭り」として定着し
つつあると感じる。今後も、地域コミュニティ強化の一助として、若
い世代の担い手が増え、充実していくことを期待するとともに、城
山地区の観光振興及び知名度向上につなげていただきたいと
思っている。

10 城山 しろやま☆おせっかい

城山地区まちづ
くり会議　高齢
者とともに築き
支える地域づく
り部会

3 3人 9 8 7 7 9 9 49 B

各地区をウォーキングして、おせっかい事例を参加者同士で共有
し、スゴロクに落とし込み、仕上げられたことは、「おせっかい風
土」の醸成につながったものと考える。今後も途切れることなく続
けていき、城山地区内に「おせっかい風土」を広めていただきたい
と思う。

11 城山
あつまれ～ しろやまっ
こ！

城山地区まちづ
くり会議　子ども
たちの主体性を
育む地域づくり
部会

1 3人 9 8 6 8 7 10 48 B

モルックというスポーツで遊びながら、他校の子どもだけでなく、大
人とも交流を図ることができ、また、大人同士も新たなコミュニケー
ションを図ることができ、一定の成果があったのではないかと思
う。今回のアンケート結果を活かし、子どもの主体性を育むという
事業目標達成に向け、今後はもう一歩発展した事業になってくれ
ることを期待する。

12 津久井
米・大豆等の栽培で持
続するまちづくりを目
指す事業

農園会 3 3人 9 9 9 10 7 10 54 B

活動を通して地域などの連携団体との協働体制が図られ、米作り
などの作業を通じて地域コミュニティづくり及び関係人口の拡大に
寄与できた。令和６年度は獣害により酒米等の収穫がなしに終
わったことは残念であるが、地域の方との連携によりすぐに対策
を講じるなど、地域コミュニティの醸成において一定の成果があっ
たと評価できる。

13 津久井 自然災害伝承事業
自然災害伝承
碑「地震峠」を
守る会

3 3人 11 9 11 12 11 11 65 A

周辺地域の生徒・学生と共に本事業へ取り組まれたことは、若年
層への継承にも繋がり評価できる。また、取組が新聞などのメディ
アに取り上げられたほか、国土交通省の目にとまるなど、この事
業を通じて多くの人が災害の事実を知り、防災について考えるきっ
かけを作ったことは大いに評価できるものである。

14 津久井
津久井湖周辺創生事
業

津久井湖周辺
創生実行委員
会

1 3人 6 7 7 9 6 9 44 B

鯉のぼり掲揚の実現に向けて、視察研修により目指す方向性を
検討するなどの事業を実施したが、具体的な方法などは打ち出さ
れなかった。令和７年度以降については、関係する団体や行政な
どを巻き込み、掲揚に向けた具体的な方法の検討や概算費用の
算定など、成果が目に見えるものとなるよう期待したい。
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15 相模湖 わくわく・さがみこ創り
相模湖地域連
絡会

3 3人 7 7 11 10 9 11 55 B

３年間にわたり継続して与瀬神社の遊歩道への桜の植樹や相模
湖ハロウィン等を行い、地域の活性化、課題解決に寄与している。
来年度以降も活動を継続し、相模湖地区の活性化、課題解決に
努めてほしい。

16 相模湖
小原地区元気いっぱ
い花いっぱい環境整備
事業

小原草木会 1 3人 10 10 12 8 10 8 58 B
今現在小原で進めている、中山間地域振興モデル地区の取組と
併せた、魅力の創出・発信を進めていく事業であり、地域のPRの
ためにも継続して取組を行ってほしい。

17 藤野
FUJINOコミュニティ・
フォト・プロジェクト

FUJINOコミュニ
ティ・フォト・プロ
ジェクト

1 3人 6 6 9 8 9 9 47 B
取材した地域住民と交流をすることにより、素の姿を撮影できてい
る。藤野地域や伝統を写真に残し、展示することにより、多くの方
に藤野の文化を知ってもらえることは評価できる。

18 藤野 藤野お惣菜地美恵
藤野お惣菜地
美恵

1 3人 7 6 8 6 6 6 39 B
栄養価が豊富なジビエを食肉としての活用、安全性を学びながら
活動している。地域住民の参加者も多く評価できる。

19 藤野
葛原集会所前休憩所
改修工事

葛原有志の会 2 3人 9 9 9 8 10 9 54 B

地域住民や登山客が利用していた休憩所の修繕したことにより、
より安心して利用できる休憩所となった。また、休憩所周辺の環境
を整備することで、葛原地域が安心して訪れられる空間となったこ
とは、当会の活動の実績と考える。

20 藤野
赤沢環境整備プロジェ
クト

上野久保 杜を
守る会

2 3人 9 9 6 6 9 9 48 B
この活動により、崩落斜面の修復だけでなく、沢の整備等を行い、
森の環境が改善されていることは大変評価できる。

21 藤野 しのばら園芸市
しのばら園芸市
実行委員会

2 3人 9 9 9 9 9 9 54 B
SNSによる情報発信により、市外からのイベント参加者が増えて
おり、地域のＰＲに繋がっている。また、地域及び大学生と連携
し、環境整備活動等を行っていることは評価できる。

22 藤野
藤野農林福藝連携プ
ロジェクト基盤整備

藤野農林福藝
連携プロジェク
ト

3 3人 9 8 9 7 8 8 49 B
福祉施設と連携し、イベント開催や商品開発を行い、農林作業に
ついては参加者自らが楽しみながら作業しており、大変評価でき
る。

23 藤野 リレートークの会
リレートークの
会

3 3人 6 6 9 6 9 6 42 B

藤野地区で活躍している方の話を聞くことで、今日までの藤野の
歴史やスピーカーの生き方を学ぶことができ、自身の生活に活か
すことができる。また、HPを通して、地区内外に発信することで、
広く藤野をPRすることができる。多彩な方が藤野に住んでおり、活
動的なまちであることを認知してもらう取組は評価できる。

24 藤野
風の森学び舎～風と
水の流れる森づくり

特定非営利活
動法人　ふじの
里山くらぶ

3 3人 9 9 7 8 8 9 50 B
活動を通して、他団体や地域事業者と連携して山の整備ができ、
生物多様性の環境も回復できていることは評価できる。

25 藤野 藤野定期便 藤野定期便 3 3人 6 6 8 7 8 6 41 B
地元で生産されている材料を使って定番商品から新商品を制作
し、藤野の魅力とともに発信し、商品購入者を招待したイベントを
数回開催している本事業は、地域活性化に資する事業と言える。
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